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理科 本時の学習指導案（第２次案）          平成３０年９月１１日（火） 第１,２校時 
５年２組 授業者   

題材「どんどん溶けろ！白い粉」時間中の第 時 

 

 (1) 学習のねらい 

  粉の溶け方の違いやその限界の有無について疑問をもった児童が、「温水で実験したい」という児童のアイ

デアに出会うことを通して、溶ける粉の量と水温の関係性に気付くことができる。 

(2) 本時の学習材 

「温水で実験したい」という児童のアイデア 

  ｏ前時の実験結果を確認した後、どうしたら粉の溶ける限界を延ばすことができるのかを児童が考え出し

た時点で学習材を提示する。 

 ｏ本学習材は「温水で実験したい」という児童のアイデアである。このアイデアを元にして温水で同じ実

験を行うことによって、水の温度と粉の溶ける量を相関させて考えることが期待される。 

(3) 学習の展開 

過程 学 習 活 動 予想される子どもの動き 時間 指 導 と 評 価 
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１前時の実験結果

を確認する 

 

２ どうすればより

多く溶かせるか

を考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３実験方法を考え、

考えた方法で実

験を行う 

 

 

 

 

４活動を振り返る。 

・砂糖は溶け続けていたけど、

塩とミョウバンは溶け残ってい

たね 

 

 

 

・砂糖はまだ溶けるはず 

・すりつぶして細かくすればい

いんじゃない？ 

・水を温めればいいんだと思う 

・砂糖の限界も知りたい 

 

 

 

 

・水の量は変えない方がいいね 

・温かい水を使って、この前と

同じようにやればいいんじゃな

いかな 

・塩は全然溶けないけど、ミョ

ウバンはすごく溶ける！ 

・もっと高温にしたい 

・ミョウバンは高温にすると凄

く良く溶けるってことが分かっ

た 

・ミョウバンを入れたビーカー

に白いものが浮かんできたか

ら、次はこれを調べたい 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

ｏ前時で使用したビーカー

を apple TV で提示し、前

時の実験結果を確認する 

ｏ粉が溶ける量に限界があ

るのかを問い、どうすれば

もっと溶けるのかを考え

る 

ｏ学習材を提示する 

 

 

 

 

ｏ実験方法を問う 

ｏグループで実験を行うよ

うに指示する 

 

 

 

 

 

 

 

ｏ実験中の様子を ipad で撮

影する 

 

ｏ分かったこと、疑問に思っ

たことことを発表してもら

う 

 

どうすれば粉をもっと多く溶か

せるのだろう 

学習問題 

「温水で実験したい」

という児童のアイデア 

学習材 

学習課題 
水の温度を変えて実験してみよう 

活動の様子やノートの

内容から、学習の理解、

学習の意欲・態度を評

価する。 

評価 




